
 

選定療養費制度についてのお知らせ 
 

 

平成 20 年 10 月の医療制度の一部改定に伴い、同じ病気で医療機関（病院・診療所等）に通算 180

日を超えて入院されている患者さんは、180 日を超えた日からの入院が選定療養の対象となり、通常

の一部負担金とは別に入院基本料の 15％が特定療養費（自費負担分）として患者さんのご負担となり

ます。 

  当院では入院期間が 180 日を超えた日より以下の金額が患者さんのご負担となります。 

 
【 特定療養費 】   １日につき ４,６８０円～５,０５０円 

  

 

但し、以下の状態にある患者さんは選定療養の対象外となり、特定療養費の徴収はいたしません。 

 

◎ 重度の肢体不自由者、脊髄損傷等の重度障害者（脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者を除く） 

◎ 重度の意識障害者 

◎ 筋ジストロフィー患者及び厚生労働大臣が定める難病患者 

◎ 悪性新生物に対する治療を実施している状態 

◎ 人工呼吸器を使用している状態 

◎ 呼吸管理（気管内挿管、気管切開術、酸素吸入）をしている状態 

◎ 肺炎等に対する治療を実施している状態              等 

 

 

・ 当院では、一般病棟（２階病棟）の入院期間のみが通算対象となり、療養病棟（３階病棟）の

入院期間は通算対象外となります。但し、急性増悪等で療養病棟より一般病棟へ転棟となった

場合は、その都度通算対象となります。 

なお、療養病棟は選定療養の対象とはなりませんが、患者さん毎の医療区分（医療の必要性）

によって一部負担金が異なります。また、現行の医療制度は、病棟種別に関係なく患者さんの

状態による理由以外では原則として医療機関での長期療養は出来ない制度となっております。 

 

・ 入院期間の算定は当院での入院のみではなく、同じ病気や怪我で他の医療機関（以下、他医院）

に入院された場合、他医院での入院期間も合算されます。そのため、当院の入院期間が 180 日

に達していなくても、他医院の入院期間を通算して 180 日を超えた場合は選定療養の対象とな

ってしまう場合があります。 

 

・ 選定療養の対象となった場合、患者さんのご負担は増えることになりますが、これらは国の医

療政策の一環であり、各医療機関は本来の保険収入から特定療養費分が差し引かれますので、

医療機関自体の収入増になる訳ではありません。また、上記の負担金額は北海道厚生局へ届け

出て承認された金額となっております。 

 

何かご不明な点などございましたら、何なりと医事課担当者までお問い合わせください。 
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